
（別記様式第１号）

相馬市鳥獣被害防止計画

＜連絡先＞

担 当 部 署 名 産業部 農林水産課 農地林務係

所 在 地 相馬市中村字北町６３番地の３

電 話 番 号 ０２４４－３７－２１５１

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０２４４－３７－２２５１

メールアドレス sg-norin@city.soma.lg.jp

計画作成年度
令和６年度

計画主体 相馬市



１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

（注）１ 計画期間は、３年程度とする。

２ 対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画作成する全ての市町村

名を記入する。

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（令和５年度）

（注） 主な鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、

水産業に係る被害を除く。）等を記入する。

（２）被害の傾向

（注）１ 近年の被害の傾向（生息状況、被害の発生時期、被害の発生場所、

被害地域の増減傾向等）等について記入する。

２ 被害状況がわかるようなデータ及び地図等があれば添付する。

対象鳥獣 イノシシ、ニホンザル、タヌキ、アライグマ、ハクビシン、

カラス

計画期間 令和７年度～令和９年度

対象地域 相馬市

鳥獣の種類 被害の現状

品 目 被害数値

イノシシ

ニホンザル

タヌキ

アライグマ

ハクビシン

カラス

水稲

水稲

―

―

―

―

１１５千円 ０．０９ha

５２千円 ０．０４ha

―

―

―

―

○イノシシ

市内の広範囲において水稲を中心に農作物被害がある。また、表面化して

ない潜在的な農作物被害や畦畔、法面の掘り返し等被害数値として把握でき

ていない被害が多くあると考えられる。

○ニホンザル

市内で中山間地域、山際地域を中心に７つの群れが確認されており、水稲

や果樹等の農作物被害がある他、人馴れが進行した群れが家屋の屋根に登る

等の生活環境被害が発生している。

○タヌキ、アライグマ、ハクビシン

具体的な農作物の被害数値では確認できないが、家屋に侵入する等の生活

環境被害や、畑作物を中心とした農作物被害が報告されている。

〇カラス

具体的な農作物の被害数値は確認できないが、ゴミ集積場のゴミ荒らし等

の生活環境被害や、トウモロコシ等の農作物被害が報告されている。



（３）被害の軽減目標

（注）１ 被害金額、被害面積等の現状値及び計画期間の最終年度における目

標値を記入する。

２ 複数の指標を目標として設定することも可能。

（４）従来講じてきた被害防止対策

指標 現状値（令和５年度） 目標値（令和９年度）

イノシシ ０．０９ha（１１５千円） ０．０８ha(１０４千円)

ニホンザル ０．０４ha（ ５２千円） ０．０４ha( ４７千円)

タヌキ ― ０ha(０千円)

アライグマ ― ０ha(０千円)

ハクビシン ― ０ha(０千円)

カラス ― ０ha(０千円)

（令和５年度の１０％減）

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等

に関す

る取組

○イノシシ

・市民からの通報に基づき、相

馬市鳥獣被害対策実施隊に捕獲

を依頼した。

・相馬市鳥獣被害対策実施隊に

箱罠やくくり罠を貸与し、各罠

の設置方法に関する講習を実施

した。

・平成２８年度より相馬方部衛

生組合有害鳥獣焼却場にて焼却

した。

・「スラッグ弾」を使用可能な

ライフル射撃場を整備し実施隊

により射撃訓練を実施した。

○ニホンザル

・市民からの通報に基づき、相

馬市鳥獣被害対策実施隊に捕獲

を依頼した。

・平成２８年度より相馬方部衛

生組合有害鳥獣焼却場にて焼却

した。

○イノシシ

・相馬市鳥獣被害対策実施隊員

が高齢化し、将来の担い手が不

足している。

・実施隊員による罠の設置、見

回りの労力が大きい。

・罠に対する警戒心が高まり捕

獲が困難になっている。

○ニホンザル

・相馬市鳥獣被害対策実施隊員

が高齢化し、将来の担い手が不

足している。

・被害地域にて現地調査及び聞

き取りによる調査を実施してい

るものの、群れの現状把握ができ

ていない。

・出没箇所が住宅地である場合



（注）１ 計画対象地域における、直近３ヶ年程度に講じた被害防止対策と課

○タヌキ、アライグマ、ハクビ

シン、カラス

・市民からの通報に基づき、相

馬市鳥獣被害対策実施隊に捕獲

を依頼した。

・小型獣類については、小動物

用箱罠の貸し出しを実施した。

が多く、銃器による捕獲ができな

い。またニホンザル用の罠の導入

やノウハウが不足している。

○タヌキ、アライグマ、ハクビ

シン、カラス

・小型獣類においては、加害獣種

を特定できない等の課題があり、

被害状況の把握ができていない。

防護柵

の設置

等に関

する取

組

○イノシシ

・相馬市農作物等有害鳥獣被害

対策事業を実施し、要件を満た

す申請者に、電気柵を購入する

費用の２分の１を補助した。（

５年度間で累計１５万円まで）

○ニホンザル

・相馬市鳥獣被害対策実施隊に

よりパトロール、追い払い活動

を実施した。

・相馬市農作物等有害鳥獣被害

対策事業を実施し、要件を満た

す申請者に、複合柵の電気柵部

分の購入費用の２分の１を補助

した。（５年度間で累計１５万

円まで）

○イノシシ

・住民が自衛による対策をせず

、捕獲だけに頼ってしまう市民

が多い。

・設置方法が適切でない防護柵

や、管理が不十分な防護柵が存

在する。

○ニホンザル

・出没箇所が住宅地である場合

が多く、銃器による追い払いが

できない。

・集落ぐるみの追い払い活動が定

着していない。

生息環

境管理

その他

の取組

○ニホンザル

・令和元年度から令和３年度に

相馬市初野地区においてテレメ

トリー調査を実施し、生息範囲の

調査を実施した。

・地域住民を対象とし、環境整

備、追い払い等の講習を実施し

た。

○ニホンザル

・被害地域にて現地調査及び聞

き取りによる調査を実施してい

るものの、群れの現状把握ができ

ておらず、追い払い活動の効率化

につながっていない。

・地域に放棄果樹等のエサ場や管

理が不十分な藪、草むら等の隠れ

場所が多い。



題について記入する。

２ 「捕獲等に関する取組」については、捕獲体制の整備、捕獲機材の

導入、捕獲鳥獣の処理方法等について記入する。

３ 「防護柵の設置等に関する取組」については、侵入防止柵の設置・

管理、追上げ・追払い活動等について記入する。

４ 「生息環境管理その他の取組」については、緩衝帯の設置、放任果

樹の除去、鳥獣の習性、被害防止技術等に関する知識の普及等につい

て記入する。

（５）今後の取組方針

（注） 被害の現状、従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、被害軽減目標

を達成するために必要な被害防止対策の取組方針について記入する。

（ICT（情報通信技術）機器や GIS（地理情報システム）の活用等、対策

の推進に資する技術の活用方針を含む。）。

〇全ての対象鳥獣

・生息状況及び被害状況調査を実施する。

・猟友会員数、実施隊員数の増加と人材育成に取り組む。

・ＩＣＴ機器の導入により捕獲、追い払い等の効率化を図る。

・地域住民に対して環境整備や追い払い活動について普及啓発を行い、

捕獲のみに頼るのではなく、地域が一体となった対策を促進する。

○イノシシ

・個体数管理については、指定管理捕獲、有害捕獲及び狩猟等により実

施する。

・農地への侵入防止対策として、相馬市農作物等有害鳥獣被害対策事業

により侵入防止柵の整備費用を補助する。

・「スラッグ弾」を使用可能なライフル射撃場を利用した射撃研修を実施

し、実施隊の射撃技術の向上を図る。

○ニホンザル

・農地と山林を明確化するための緩衝帯の整備を促進する。侵入防止柵

については複合柵等の整備を促進する。

・ＧＰＳ発信器やドローン等を用いた継続的な生息状況調査により群れ

の現状把握に取り組む。

・生息状況調査に基づき、適正な生息状況となるよう個体数管理を実施

する。

○タヌキ、アライグマ、ハクビシン、カラス

・関係機関・団体と連携し、効果的な被害防止対策を推進する。小型獣類

については、小動物用箱罠の貸し出しを行う。



３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

（注）１ 鳥獣被害対策実施隊のうち対象鳥獣捕獲員の指名又は任命、狩猟者

等の外部団体への委託、わなの見回り補助等による捕獲者のサポート

等による対象鳥獣の捕獲体制を記入するとともに、捕獲に関わる者の

それぞれの取組内容や役割について記入する。

２ 対象鳥獣捕獲員を指名又は任命する場合は、その構成等が分かる資

料があれば添付する。

３ 捕獲等を推進する上で、被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に

従事している者にライフル銃を所持させる必要がある場合には、その

ことについて記入する。

（２）その他捕獲に関する取組

（注） 捕獲機材の導入、鳥獣を捕獲する担い手の育成・確保等について記入

する。

（３）対象鳥獣の捕獲計画

（注） 近年の対象鳥獣の捕獲実績、生息状況等を踏まえ、捕獲計画数等の設

定の考え方について記入する。

・相馬市鳥獣被害対策実施隊は、福島県猟友会相馬支部から推薦を受け

て、相馬市長が実施隊員を委嘱する。

・相馬市は、鳥獣被害に関する市民の相談窓口業務を行い、相馬市鳥獣

被害対策実施隊に、捕獲や追い払いを依頼する。

・相馬市鳥獣被害対策実施隊は、相馬市からの依頼により捕獲や追い払い

等の鳥獣被害対策を実施する。

年度 対象鳥獣 取組内容

７

全ての対

象鳥獣

１ 捕獲の担い手育成に関する取り組み

・狩猟免許取得希望者向け勉強会の開催

・広報誌等による情報提供

（第１種銃猟免許新規取得者支援事業、若手狩猟者

確保事業等の情報提供）

２ 捕獲機材の導入による取り組み

・捕獲用わなの購入

８

９

捕獲計画数等の設定の考え方

福島県第１３次鳥獣保護管理事業計画、福島県イノシシ管理計画、福島県

ニホンザル管理計画、相馬市ニホンザル管理事業実施計画、福島県アライグ

マ防除実施計画に基づく基準により捕獲を行う。近年の捕獲実績に基づき

捕獲計画数を設定する。



（注） 対象鳥獣の捕獲計画数、個体数密度等を記入する。

対象鳥獣 捕獲計画数等

７年度 ８年度 ９年度

全ての対象

鳥獣

福島県第１３次鳥

獣保護管理事業計

画に基づく基準に

よる。

福島県第１３次鳥

獣保護管理事業計

画に基づく基準に

よる。

福島県第１４次鳥

獣保護管理事業計

画（案）に基づく

基準による。

イノシシ

福島県イノシシ管

理計画に基づく基

準による。

捕獲目標４７０頭

福島県イノシシ管

理計画に基づく基

準による。

捕獲目標４７０頭

福島県イノシシ管

理計画に基づく基

準による。

捕獲目標４７０頭

ニホンザル

福島県ニホンザル

管理計画、相馬市

ニホンザル管理事

業実施計画に基づ

く基準による。

捕獲目標１２０頭

福島県ニホンザル

管理計画、相馬市

ニホンザル管理事

業実施計画に基づ

く基準による。

捕獲目標１２０頭

福福島県ニホンザ

ル管理計画、相馬市

ニホンザル管理事

業実施計画に基づ

く基準による。

捕獲目標１２０頭

タヌキ 捕獲目標２３０頭 捕獲目標２３０頭 捕獲目標２３０頭

アライグマ

福島県アライグマ

防除実施計画に基

づく基準による。

捕獲目標４０頭

福島県アライグマ

防除実施計画に基

づく基準による。

捕獲目標４０頭

福島県アライグマ

防除実施計画に基

づく基準による。

捕獲目標４０頭

ハクビシン 捕獲目標３０頭 捕獲目標３０頭 捕獲目標３０頭

カラス 捕獲目標５０羽 捕獲目標５０羽 捕獲目標５０羽

捕獲等の取組内容

○イノシシ

捕獲手段 箱罠又は猟銃

実施予定時期 通年

実施予定場所 相馬市全域

○ニホンザル

捕獲手段 箱罠又は猟銃

実施予定時期 通年

実施予定場所 相馬市全域



（注）１ わな等の捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について

記入する。

２ 捕獲等の実施予定場所を記した図面等を作成している場合は添付す

る。

（注） 被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者にライフル

銃を所持させて捕獲等を行う場合には、その必要性及び当該被害防止計

画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者による捕獲手段、捕獲の

実施予定時期、捕獲予定場所等について記入する。

（４）許可権限委譲事項

（注）１ 都道府県知事から市町村長に対する有害鳥獣捕獲等の許可権限の委

譲を希望する場合は、捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣の種類

を記入する（鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別

措置に関する法律（平成１９年法律第１３４号。以下「法」という。）

第４条第３項）。

２ 対象地域については、複数市町村が捕獲許可権限の委譲を希望する

場合は、該当する全ての市町村名を記入する。

○タヌキ、アライグマ、ハクビシン

捕獲手段 箱罠

実施予定時期 通年

実施予定場所 相馬市全域

○カラス

捕獲手段 猟銃

実施予定時期 通年

実施予定場所 相馬市全域

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

環境省令によりライフル銃を使用した捕獲対象獣類は、ツキノワグマ、ヒ

グマ、イノシシ（イノブタを含む。）、ニホンジカに限られているが、相馬

市では、イノシシ等の大型獣類による農林業被害に対して、各種柵の設置や

罠を使用した捕獲を積極的に実施しているにもかかわらず、農作物等への被

害が発生しており、また、近年ツキノワグマの目撃情報も増加していること

から、ライフル銃による捕獲を実施する必要がある。

対象地域 対象鳥獣

なし なし



４．防護柵の設置等に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

（注）１ 設置する柵の種類、設置規模等について記入する。

２ 侵入防止柵の設置予定場所を記した図面等を作成している場合は添

付する。

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組

（注） 侵入防止柵の管理、追上げ・追払い活動等に関する取組等について記

入する。

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項

（注） 緩衝帯の設置、里地里山の整備、放任果樹の除去、被害防止に関する

対象鳥獣
整備内容

７年度 ８年度 ９年度

イノシシ

電気柵（２段）を

設置

総延長

８,０００ｍ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵を設置

総延長

２,０００ｍ

電気柵（２段）を

設置

総延長

８,０００ｍ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵を設置

総延長

２,０００ｍ

電気柵（２段）を

設置

総延長

８,０００ｍ

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵を設置

総延長

２,０００ｍ

対象鳥獣
取組内容

７年度 ８年度 ９年度

イノシシ

耕作者による電気

柵周辺の草刈り

勉強会等における

電気柵導入及び維

持管理に係る普及

啓発

耕作者による電気

柵周辺の草刈り

勉強会等における

電気柵導入及び維

持管理に係る普及

啓発

耕作者による電気

柵周辺の草刈り

勉強会等における

電気柵導入及び維

持管理に係る普及

啓発

年度 対象鳥獣 取組内容

７

全ての対

象鳥獣

・地域住民に対して、鳥獣被害防止に関する情報を勉

強会や広報にて普及啓発し自衛意識の高揚を図る。

・地域ぐるみで実施される緩衝帯の整備や放任果樹の

除去等の活動を支援する。

・地域ぐるみで実施される追い払い活動に対し、ロケ

ット花火等の配布や勉強会の開催により活動を支援す

る。

８

９



知識の普及等について記入する。

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

（注）１ 関係機関等には、都道府県、警察、市町村、鳥獣被害対策実施隊、

猟友会等の名称を記入する。

２ 役割欄には、緊急時又は平常時において、各関係機関等が果たすべ

き役割を記入する。

３ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は

生じるおそれがある場合の対処に関して、規程等を作成している場合

は添付する。

（２）緊急時の連絡体制

（注） 緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により

記入する。

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

（注） 適切な処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、捕獲等をし

た鳥獣の処理方法について記入する。

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有

効な利用に関する事項

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法

関係機関等の名称 役割

相馬市

・被害状況の確認

・相馬市鳥獣被害対策実施隊への捕獲依頼

・各関係機関との連絡調整

相馬警察署
・市民への注意喚起

・交通規制

相馬市鳥獣被害対策実施隊 ・有害鳥獣の捕獲及び追い払いの実施

相双地方振興局 ・情報の収集および提供

市民（相馬市に通報する。）

↓

相馬市（相馬警察署及び相双地方振興局との連絡調整を行う。）

→相馬警察署（市民への注意喚起及び相馬市内の交通規制を行う。）

→相双地方振興局（情報収集及び情報提供を行う。）

平成２７年度まで、民間の焼却施設で焼却、福島大学へ放射能測定検体と

して提供、市有地に埋却、衛生組合に解体後焼却等で処理してきた。平成

２８年度以降は、有害鳥獣専用の焼却施設で焼却している。



（注） 利用方法ごとに、現状及び目標を記入する。

（２）処理加工施設の取組

（注） 処理加工施設を整備する場合は、年間処理計画頭数、運営体制、食品

等としての安全性の確保に関する取組等について記入する。

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組

（注） 処理加工に携わる者の資質の向上や、捕獲から搬入までの衛生管理の

知識を有する者の育成の取組等について記入する。

９．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）協議会に関する事項

食品 イノシシの肉は、原子力災害対策特別措置法に基づ

き、出荷制限や摂取制限の指示があるため、当面の

間、食品での利用は困難である。

ペットフード

なし

皮革

なし

その他

（油脂、骨製品、角

製品、動物園等で

のと体給餌、学術

研究等）

なし

なし

なし

協議会の名称 相馬市鳥獣害被害防止協議会（平成２８年度

設立）

構成機関の名称 役割

相馬市 絡調整、市民への情報提供

福島県猟友会相馬支部 相馬市有害狩猟鳥獣捕獲隊の組織編成

ふくしま未来農業協同組合 情報提供

福島県農業共済組合 情報提供



（注）１ 関係機関等で構成する協議会を設置している場合は、その名称を記

入するとともに、構成機関欄には、当該協議会を構成する関係機関等

の名称を記入する。

２ 役割欄には、各構成機関等が果たすべき役割を記入する。

（２）関係機関に関する事項

（注）１ 関係機関欄には、協議会の構成機関以外の関係機関等の名称を記入

する。

２ 役割欄には、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。

３ 協議会及びその他の関係機関からなる連携体制が分かる体制図等が

あれば添付する。

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

（注）１ 被害状況を勘案し、鳥獣被害対策実施隊を設置する必要があると認

める場合は、その設置に関して設置に向けた基本的な方針や検討の状

況、設置予定時期等について記入する。

２ 鳥獣被害対策実施隊を設置している場合は、鳥獣被害対策実施隊が

行う被害防止施策、その規模、構成、農林漁業者や農林漁業団体職員、

地域住民等の多様な人材の活用策等を記入するとともに、実施体制が

わかる体制図等があれば添付する。

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

（注） 将来的な被害防止対策の実施体制の維持・強化の方針その他被害防止

施策の実施体制に関する事項（地域の被害対策を企画・立案する者の育

関係機関の名称 役割

磐城森林管理署 情報提供

相馬地方森林組合 情報提供

福島県農業総合センター 技術的助言

相馬警察署 注意喚起

相双地方振興局 有害鳥獣の保護・捕獲許可に関する助言及び

指導

相双農林事務所 有害鳥獣の専門的知識に関する助言及び指導

設置時期 平成２５年１０月１日

名 称 相馬市鳥獣被害対策実施隊

隊員数 ２８名体制（隊長１名、副隊長１名を含む。）

役 割 有害鳥獣の捕獲及び追い払いの実施、その他鳥獣による被害防

止の業務を行う。

平成２５年度以降相馬市有害鳥獣買上事業を施行し、鳥獣の捕獲意欲を高

め、個体数を調整することにより農産物の被害対策を効果的に推進する。



成・確保や現場で対策を実施する者の知識・技術の向上等の被害対策に

関する人材育成の取組を含む。）について記入する。

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

（注） 近隣市町村と連携した広域的な被害防止対策等その他被害防止施策の

実施に関し必要な事項について記入する。

なし


